
 

 

 

 

 

新型コロナ禍の「できる・やれる・可能なこと」 

令和３年度横浜市立鴨志田中学校第 37回卒業式 

                                                      校長 濵﨑 利司 

  タイトルにもあるように、本校第 37回卒業式が３月９日（水）に行われました。今年度は来賓の方々の

参列お控えとＰＴＡ祝辞自粛及び卒業生とその御家庭１名の保護者参加（座席指定）としました。また、横

浜市成人式を踏まえ、マスク着用のまま声を出さずに国歌・市歌・校歌を清聴としました。これらはすべて

新型コロナウィルス感染症対策として、式縮減・縮小として、考え・探り・実践したものです。 

とくに、今回の卒業生は学校行事の中止・延期・縮小等を味わってきました。２年時では自然教室、３年

時は修学旅行と中止が相次ぎました。文化発表会も変更を余儀なくされました。しかし、卒業生は新型コロ

ナ禍でも「できる・やれる・可能なこと」を実践してきました。そんな卒業生に校長式辞（約８分）として、

次のことばを送りました。 

 

・「…卒業証書に名前を記してくれたのは、地域の高橋一之さんです。卒業証書筆耕は、緊張を伴い大変な

作業です。しかし、高橋さんは証書と式次第・正門看板を作成することを光栄だと仰っています。そんな

高橋さんは、来賓として出席できないことを大変残念がっています。どうか皆さん、卒業式に多くの方々

の想いが込められ、地域の皆さんの熱い気持ちがあることを忘れないでください。」 

・「江戸時代、今の山形県に米沢藩があり、第９代藩主の上杉
うえすぎ

鷹山
ようざん

はこういったそうです。“為せば成る。

為さねば成らぬ何事も。成らぬは人の為さぬなりけり”と。できそうもないこともその気になってやり続けることで、

出来るようになる。やればできる。でもやらなければ出来ない…。」 

・「…卒業の 餞
はなむけ

に皆さんに一言。心に「あったかさ」をもってほしい。本校の「あったかい学校」づくり

は、皆さんの先輩方が始め、受け継ぎ、伝統となりました。皆さんが思いやりをもって過ごした３年間。

それが「あったかさ」です。」 

 卒業生 93名は立派に巣立っていきました。義務教育と中学校課程の修了、おめでとうございます。 

 

今年度も本校への御支援ありがとうございました。新型コロナ禍でも引き続き、「できる・やれる・可能 

なこと」を考え・探り・実行し、その中でも気づいたことは取り入れていく新年度としていきます。 

〇連絡（新年度の主な行事） 

１．入学式（４月７日・木曜日）も新入生・保護者 1名の参加、座席指定。  

２．体育大会（６月 16日）もこれまで同様、縮小（半日）・平日開催予定。 

３．修学旅行・自然教室は予定通り、実施予定。 

４．文化発表会（10月）は合唱コンクールと今年度のボディーパーカッションのどちらかを新型コロナの

状況次第で実施予定。 
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PTAよりお知らせ 

 

“ Take it easy ” 

PTA一年の振り返り 

 保護者の皆さま、地域にお住まいの皆さま、本年度も PTAの活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとう

ございました。 

 コロナ禍でのスタートも２回目。今年度は学校行事が少しでも平常時に近い形で行われてほしいと願いつつ

活動を始めましたが、実際には多くの行事が縮小や変更となってしまいました。 

 ただ、そのような中でも子どもたちは、縮小されたり代わりになったりした行事に全力を注ぎ、制約の多い中

でも楽しみや喜びを見つけてくれていたように思います。 

 残念な気持ちを皆で乗り越え、今の状況下で何ができるのか、どうすれば楽しめるのかを考えること。思うよ

うにならない毎日の中でも、そのような大切なことを学べた一年だったのではないでしょうか。 

 私たち PTAのメンバーもこの一年、花の苗を植える会・ウェブベルマーク活動の推進・美化委員の生徒の植

苗のお手伝い・防災備品の管理・防災を考えるための非常食の配布・花壇の手入れ・各種協議会への出席など、

できることを模索しながら活動してまいりました。 

 そしてその活動を通して、このように制約が多い日々の中にあっても、教職員の方々の熱意や地域の皆さまの

温かい見守りは何も変わらないのだということを強く感じました。 

 保護者・教職員・地域の皆さまに支えられご協力をいただいたことで、この一年の活動を無事に終えられます

ことを心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 来年度も、現代表三名がそのまま代表として役員に残り、新しく役員と委員になられた方々と共に活動してい

きます。子どもたちの笑顔あふれる毎日のために、そして輝く未来のために。教職員の方々と連携しながら『自

由で開かれた PTA』を目指します。今後とも PTA活動にご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いを申

し上げます。                               令和３年度 PTA役員一同 

第 37 回卒業式 


